
五島列島近海におけるカツオの

漁場構成について

盛田友式

Skipjack＊

OntheConstitutionalStateof人FishingGroundoverthe
WatersnearｔｈｅＧｏｔ５Ｒｅｔｔ６

TomokazuMoRITA

1６１

ItwasHxedthatatthewatel･sneartheGot6Rett5,theappearanceofGood-season

fitfortheskipjack-fishingwastobecoincidedwiththecoastalwaters-declineterm

(fromSep､ｔｏＯｃｔ.)．Ｔｈｅｕｐｐｅｒｐａｒｔ（０，５０ｍlayer）ofthefishingground,however，

wascomposedofthewarmcurrenthavingthehighertemperature,thestrongersalinity

andthemoreunifiedqualitythallthoseofthewatersHoatingnearthecoastalshore・

Inotherwords，ｉｔｓｅｅｍｅｄｔｈａｔ，ａｔｔｈｅｗａｔｅｒｓｎｅａｒｔｈｅＧｏｔ６Ｒｅｔｔ石，thewaterly

elementswhichconstimtedtheiishillggroundwasnothingbutthewatersderivedfrom

thewarmcurrentthatstoodnndertheinHuenceofthecoastalwaterslyingbeyondthe

tideboundary；thereforeitmaysafelybeassumedtｈａｔｔｈｅｌｏｓｓｏｆｔｈｅｎｓｈｉｎｇｇｒｏｕｎｄ

ｗｏｕldtakeplacesimultaneouslywiththedisappearanceofeitheroneofthsetwowater

currencies．

緒 ＝

五島列島近海においては，毎年秋季にカツオの漁事が極めて活発となっている．しかし

て，同海域におけるカツオの漁場構成には夏季顕著に発達する沿岸系水が少なからず影響

しているようである．即ち，この低赫な沿岸系水の時間的，空間的消長は同海域における

カツオ漁場の出現，消失及びその遅速等に反映しているもののように考える．これらにつ

いて次のような検討を試みたのである．

なお，カツオ漁船の釣獲時における海洋観測資料は現在;極めて不充分なので，1952年以

降における関係調査機関による五島列島近海の観測資料D2〕3)及び枕崎入港船のカツオ漁況

報告を別々に集めて，これらを総合的に考究検討を行ったのである．

漁期と海況

カツオのような回遊性魚属の漁期には，その漁場の海況の時間的変動が関与している場

合の多いことも考えられるのである．

第１図は五島列島の福江島東側海域における毎月の海洋観測資料に基く水温，塩素量の

時間的変動とその近海（Ｎ32,以北）におけるカツオの旬別漁況とを図示したものである．

しかして，この観測点は概してカツオ漁場の北緑に相当する一定点に過ぎないので，これ

によりその漁場の海況全般を知るには不充分であるが，その海況の時間的変動の概略をう

かがうことは可能であると考える．

＊SkiPjack Kα応z‘”O”ＳＰｅﾉ”ｉｓ（L1NNAEUs）
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臨田：五島列島近海におけるカツオの漁場購成について 1６３

第１図によれば，五島灘の水温，塩素量は毎年冬季に低温，高航であり，夏季に高温，

低鹸となっており，両者は見掛け上互に逆相関的な変化を繰返している．この変化の要因

について永井4〕は気象的なものと移流によるものとの合成であるとし，前者による変化を

除去すると後者は正の相関によって与えられることを指摘している．

即ち，上記の見掛け上の逆相関は熱交換，蒸発量及び降水量等の気象的要因叉はこれら

に基く大陸冷水塊,沿岸系水などの発達によって起るものと考えられる．しかして,五島灘

においては図に見られるように春から夏にかけて気象的要因に基く沿岸系水の影響が著し

く，塩素量が急激に降下し，水温が上昇している．叉，この現象は概して表層になるほど

顕著であり，下層はこの変化に平行しないため鉛直的な成層状態の極度に発達しているの

がうかがわれ，その当時の海況は極めて複雑であり，刻倉と変動しているのが想像される

のである．このような海況変動はカツオの漁場構成に余り好適なものであるとは考えられ

ない．叉，たとえこの頃一時的に漁場がカツオの来遊に好適な海況となり，その漁事が見

られるようになっても，上記のように海況変動が激しければ，カツオは同一場所に滞泳す

ることが出来なく，直ちに移動逸散するのであろう．このためこの頃の漁事は極めて断片

的であり，叉，第４図に見られるようにその釣獲位置も時間的に散在しているのがうかが

われる．次いで，五島灘に沿岸系水の影響が最大となり，その表層の塩素量が最低を示す

８月頃を過ぎると，間もなくこの海域のカツオの盛漁期編)が始まり，その後沿岸系水の衰

退に伴い暖流系水が急に張出して，同海域の表層水が急激に高賊となる過程においてカツ

オ群の来遊が顕著となり，その漁事が活況を呈しているようである．其の後漁場海域が水

塊として比較的高温，高鹸となる１０月末頃までカツオの好漁が続き，１１月に入り漁場水

温が急降しはじめるとカツオの漁事は激減して終漁となる，即ち，五島列島近海における

カツオ漁場では，沿岸系水の衰退季においてその影響がまだその北縁に明らかに残存して

いるような海況を示す頃にカツオの好漁が見られているようであり，この低賊水帯の影響

が全く消失してしまって，水温の降下が急になると，カツオ群は南下退散して終漁になる

ものと考える．

漁場の水塊

前項において，五島灘のカツオ漁場の構成には，時季的に低餓な沿岸系水の出現が一条

件となっているようであるが，その系水内に漁場が構成されるとは考えられないので次の

ような検討を試ゑたのである．

カツオ漁船の操業当時において，その位置より約５浬以内にある観測点及びそのほぼ陸

岸方向にあたる近接点（10～20浬以内）の資料を夫為その漁場及びその附近の観測資料と

した．これらの資料により漁場及びその附．近の水塊を第２，３図のように示した．

第２図は上記資料のすべてを水深（0,25,100ｍ),時期,観測点別に区分して示したもの

である．この図によれば，漁場及びその附・近の表層水塊（25ｍ以浅）はＸＹ線を境にして

左右に分けることが出来る．その左右の水塊は夫有時期の経過に従って遂次高鹸，低温側

に平行して変化している．故に，ある時期の漁場の水温，塩素量はその陸岸方向の近接海

域より高鹸，高温な水帯側にあり，叉，これらはいずれも９月から１０月末にかけて次第

に高鹸，低温な水塊に変化している．しかし，水深100ｍ層の水塊は図にみられるように

余り差異はなく，ほぼ等質な水塊となっている．即ち，この海域では100ｍ層の水温，塩



ｑ，芋＋

鹿児島大学水産学部紀要第７巻

斗

164

皿
⑨く
⑤ Ｘ

1９．０

ｘ
ｘ
虹
〆

昭５

2０

盃

⑧

１８，５１９．０Ｃｌ,(%u）
Ｒｅｍａｒｋ：

Dep.(、）Sep､０ct,1～１５０ct,16～３１

FishinggrolmdO,2５⑤○④

StationnearEG．〃×十美
AIIstationlOO、、、

Ｆｉｇ．２．Showingthewatermassesofthefishing
groundandthestationnearitinthewhole．

1８５ 1８５

OCI‘.31.52

1９．０

octobel‘5.195冊

､31…鯉 一 ＯＣＬ､19,53
可？

Ｘ

２５１筑塑
■凸Ｂ産

十

や軍

１９‘０１８．５１８．５１９.ＵｌＤＤし』･Ｉ

Ｒｅｍａｒｋ：

Depth（、）０１０２５５０
Fishingground－③○一×一十一

StationnearF.Ｇ・‐--●一一○------×----F十--‐

Fig.３．Showingthewatermassesoftherespectivefishinggroundandthe
statiｏｎｎｅａｒｉｔ．

~一十

18.5Ｃｌ（銃）

0('10herL1954

1８５

｡､SビpIembe1.9･'９５６
、，

~。、

ｦＬ

‘.@ﾉ十

Cl.（腿｡、

歩

SBpLP1nber１６．１９５５．
、
ｊ

Ｔ
℃ｒＬ

一十

､十

×｡

ｕ－－－－と。

x､‐･.もDJ午?弓､⑥

2５



磯田：五島列島近海におけるカツオの漁場隣成について 1６５

分は位置的にも，時期的にも余り変動していなく，この層の海況が上層のカツオ漁場に直

接反映することは極めて少ないのであろう..なお，第２図において漁場附近が比較的低|減

であっても，漁場現場の塩素量は最低18.5％６であって相当高臓な海域となっており，第

１図によって想像されるような１７％台の'低I誠水域;)にカツオの盛漁がみられることは全

く考えられなく，第１図の場合はあくまでも低脈季という時間的な問題として考えるべき

であろう．

第３図は各年のカツオの盛漁期における漁場及びその附近の個為の水塊を示したのであ

る．この図においても，カツオの漁場はその陸方近接点より明らかに高赫，高温となって

おり，しかも，その漁場水域は５０ｍ以浅の水温，塩素量の鉛直傾度がその陸方近接点の

それらより常に小さくなり，叉，その層の水塊はほとんど等質となっている場合も多いよ

うである．この点について，更に５０ｍ以浅の水温，塩素量の差を階級別にし，漁場及び

その陸方近接点におけるそれらの差の合致頻度を第１表に示した．

この表においても，漁場における
Table１．Theordlnalcoincidencefl･GquenCy

50m以浅の水温,塩素量は，それらの ofthewatertemperamreandsalinitｙ

鉛直傾度が極めて少ないＡの場合が最ａｔＯ～SOmlayeratthefishingground

も多くなっており，これに反し漁場附．anditsneighbourhood．
ＡＢＣＤＥ近ではそれらの傾度が比Ｉ鮫的大きい

ClassWT.(｡C）０－１１－２２－３３斗４－
，，Ｅの場合が多いようである．Ｃｌ.（鋤）０－０．１０．１－０．２０．２－０３０．３-0.40.4一

以上において，五島列島近海のカツFishinggroundlO２２３

オ漁場はその陸岸方向の近接点より常％５５．６１１．１１１．１１６．７

に高温，高鹸な水帯側に位置し，しかNeighbourhood3３２４
ｏｆＦ．Ｇ・

も，その近接海域が多少の成層状態---…………~~…………~~~…….….~………….……….一.一％１６．７１６．７１１．１２２．２

になっていても，漁場においてはその

５０ｍ以浅の水層がほとんど等質な水塊となっている場合が多いものと思考される．

１

５．５

６

3３．３

潮境と漁場構成

第１項において，五鳥列島近海のカツオ漁場は時期的に低赫な沿岸系水の発達直後に構

成されるように考えたが，第２項ではカツオ漁は常に比較的高温，高鹸な暖流側に所在し

ていることを述べた．両者はそのカツオの漁場構成について互に相反する条件のようであ

るが，いずれも重要な条件であり，両者が同時に出現するような海況においてカツオの漁

場構成が可能となるものであろう．即ち，五烏近海においては沿岸系水と暖流系水とが相

対して出現し，両者間に顕著な潮境';)を形成するような海況に垢いてカツオの漁場構成が

考えられるので，この点について更に次のような検討を試みた．

前項により五島近海におけるカツオの漁場構成は，５０ｍ以浅の変動の影響が最も大で

あると考えたので，その中間の２５ｍ層の観測資料によって平面的な海況変動を検討-する

ことにした．即ち，同層の海況図にその観測当時のカツオの釣獲位置を記入して，これを

第４図のように示した．この図において，カツオの盛漁期前の７，８月頃には，各年とも概

して低温，低輔な沿岸系水の張出が甚だ顕著であり，叉，比較的変化に富み，複雑な海況

を示している．一方，暖流系水の張出はまだ弱勢であり，この頃のカツオの漁事はしばし

ばその暖水側に見られる年もあるが，その漁場は極めて発散的であり，ほとんど永続して
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いないようである．これは，前述したように海況の時間的変動が激しく，カツオ群が同一

海域に滞泳出来なくて，その遊泳移動が激しくなるのであろう．

孜に，五島近海は，毎年９，１０月に入ると沿岸系水の張出がその頂点を越えて逐孜弱勢

となるが，これに対して暖流系水の張出もようやく強まり，同海域に顕著な潮境が形成さ

れるようになる．カツオの漁事は通常ほとんどその高温,高賊な暖流側の海域にみられてい

る．しかして,この潮境の形成状況には時間的に塩分と水温とによる２通りが認められる．

即ち，1952,1953年は,第４図Ｂ，Ｆに見られるようにその盛漁期の前半において五島

近海の水温が比較的高温となり，全般にほぼ同温状態となっているが，塩分の水平傾度は

比較的顕著であり，これにより暖流系水と沿岸系水との潮境が明らかに形成され，その高

鹸な水帯側にカツオの漁事がみられている．なお，1952,1954年は，第４図Ｃ，Ｋのよう

にその盛漁期の後半において同海域の塩分傾度はすでに解消し，全般に概して高緬な同航

水帯となるが，その水温は北部陸岸に向って低下しており，その顕著な水平傾度によって

明らかに潮境が形成され，その暖水側にカツオの漁覗が多く見られている．

1955年の場合は，第４図Ｍ～Ｐのように五島漁場全般が漁期間その南部海冒域より概し

て低温であり，水温傾度による潮境が広く弧状に形成されており，カツオの漁事は９月に

入ってその外側に見られているが，極めて少なく，月末頃になり暖流系水が陸岸方向へ張

出する態勢となって，その南側の温暖海域にカツオの漁事が多少見られている．しかし，

この漁もすでに時期的に終漁期に入っており，余り永続していないようである．このよう

な年には余りカツオの好漁は望めないのであろう．

以上のように1955年までは，毎年漁期にはＮ32.線以北の五島近海に夫煮多少にかかわ

らずカツオの来遊がみられ，その漁場が構成されているのであるが，しかし，1956,1957

年には，漁期が遅れて（１０月末～１１月上旬)瓶列島西方線附近まで多少のカツオが漁獲さ

れているのに，Ｎ32.線以北の海域ではカツオの漁事はほとんど見られていないようであ

る．これについては，同海域以南にカツオ群の北上回遊をはばむような海況現象も考えら

れるが，この点は次の問題として，本論では同海域の海況について検討尋した．即ち，両年

は，第４図Ｑ～Ｖに見られるように‘例年カツオの盛漁期となる９～１０月頃に五島海域全

般が沿岸系水により概して低砿であったり，一方，暖流系水の張出も余り明瞭でなく，カ

ツオの滞泳に好適な潮境がほとんど明らかとなっていないこれはカツオの盛漁期となる

べき時期に同海域全般が前述せるような漁場構成に好適な海況にならなかったものと考察

される．

なお，五島近海のカツオの終漁は年によって多少の遅速はあるが，１０月末から１１月に

及んでおり，第４図Ｄ，Ｈ，Ｌ，Ｐ，Ｓ，Ｖに見られるようにその全海域の水温は全般に

急降しており，叉，その水温曇，塩分の傾度がほとんどなくなってほぼ等質な水帯となり，

潮境現象が全く解消して解放的になると，カツオ群が逸散してしまって，その漁期が終了

するものと考えられる．

結 び

五島列島近海においては，年間夏季（７～８月頃）に低賊な沿岸系水が最も発達し，そ

の後秋季（９～１０月頃）に同系水が衰退しているような場合，その時期がカツオの盛漁期

となっているようであり，叉，同系水が消失する頃に終漁となっている．しかして，漁場

現場の海況は，総体的に見てその50ｍ以浅の層が比較的高温（24｡～28℃)，高|誠（18.5～
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19.0％）であり，且つ，イｍ々の漁場ではその水温，塩素量が陸岸方向の近接点より常に高

く，概して等質な水塊となっている．即ち，カツオ漁場はほとんど相対的にその時の暖流

系水側に構成されているようである．

更に，同海域にカツオの漁場が構成される時は，その中央部附近に比較的顕著な潮境の

見られる場合が多く，その潮境の消長はカツオの漁場構成に時間的，空間的意義を持つも

のである．即ち，この潮境は,時間的に水温，塩分が３種の水平傾度により別煮に表現され

ており，いずれも沿岸系水と暖流系水との相対している海況を示すものである．しかして，

カツオ漁場は通常その暖流系水側に構成されているようである．なお，この潮境が時間的

に解消すると，カツオ群は逸散してしまい終漁となるのである．

叉，1956,1957年のように，五島近海の沿岸系水が秋季（盛漁期）になっても衰退せ

ず，同海域にその存在が認められ，一方，暖流系水の張出が極めて不明瞭であるような海

況を示す年には，遂に同海域にカツオ漁場が構成されないで終ってしまうようである．

以上を総括すると，五島近海のカツオ漁場構成は，時間的には沿岸系水の発達の顕著な

夏季からその衰退のみられる秋季に至る時期であり，空間的には５０ｍ以浅が比較的高温，

高鹸，等質であり，しかも，顕著な潮境を隔てて沿岸系水の影響しているような暖流系水

内であると考えられるのである．故に，両系水の一つが偏在，消失したり，その出現に遅

速があったりすると，カツオの漁場構成は極めて困難になるのであろう．

終りに臨み，本研究のために多くの貴重な調査資料の提供と御教示を賜った東北水産研

究所の木村所長始め関係所員各位並びに長崎海岸気象台，長崎県水産試験場，熊本県水産

試験場の関係各位に対して深甚なる敬意と謝意を表する次第である．

文献

JapanMeteorologicalAgency：TheResultsofMarineMeteorologicalandOceanographical
ObservationsNo.１１～21,（1953～1958）

長崎県水産試験場：五島灘並にその周辺調査1～30号，（1953～1958）

熊本県水産試験場：対馬暖流調査事業成績報告，（1956～1958）

永井正男：海象と気象Vol､６No.２～4,（1954）

川崎健さ東北海区水産研究所報告11号，（1958）

盛田友式：対馬暖流開発調査報告書第１輯（水産庁)，（1958）

l）

167


